
　

基
調
講
演
で
は
、
マ
ッ
ク
デ
ィ
ケ
ン
氏

（
F
A
O
）が
、
世
界
で
最
も
広
範
に
利
用
さ

れ
て
い
る
世
界
森
林
資
源
評
価
の
最
新
の
取

組（
F
R
A
2
0
1
5
）を
紹
介
し
、
デ
ー
タ

の
定
義
の
共
通
化
や
そ
の
信
頼
レ
ベ
ル
の
表

示
な
ど
の
取
組
、
特
に
、
水
土
保
全
機
能
の

デ
ー
タ
収
集
と
分
析
の
重
要
性
や
こ
の
分
野

で
の
日
本
の
F
A
O
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
氏（
京
大
）は
、

熱
帯
地
域
で
重
視
さ
れ
る
森
林
の
機
能
は
、

我
が
国
で
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
住
民
の
生

活
向
上
の
た
め
の
物
質
生
産
機
能
で
あ
り
、

そ
の
機
能
は
生
物
多
様
性
保
全
機
能
と
の
ト

レ
ー
ド
・
オ
フ
関
係
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
発
表
で
は
、
吉
田
氏（
長
崎

大
）が
、
自
然
資
本
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

評
価
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
研
究
の
動
向
を

俯ふ
か
ん瞰

し
つ
つ
、
環
境
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
害
関

係
者
の
支
払
い
意
思
に
関
す
る
理
論
を
、
桂

川
課
長（
林
野
庁
）が
、
日
本
学
術
会
議
の
森

林
の
多
面
的
機
能
の
評
価
に
関
す
る
報
告

（
2
0
0
1
年
）を
引
用
し
つ
つ
、
代
替
法
に

よ
る
評
価
手
法
と
機
能
発
揮
に
関
す
る
森
林

整
備
事
業
や
地
方
に
お
け
る
森
林
環
境
税

の
取
組
を
、
高
橋
氏（
森
林
総
研
）が
、
森
林

の
機
能
の
基
盤
と
な
る
水
土
保
全
機
能
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
、
ペ
イ
ト
ン
氏（
N
Z
）が
天
然

林
保
全
及
び
利
用
に
関
す
る
基
金
と
人
工
林

に
お
け
る
取
組
と
の
対
比
を
、
ハ
ウ
エ
ル
氏

（
豪
州
）が
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス

（
※
１
）の
７
基
準
54
指
標
中
44
指
標
を
国
と

し
て
導
入
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
経
験
を
、

森林の公益的機能の発揮に向けた取組
－森林の公益的な機能をどのように評価し、森林整備に活かしていくか－

基 調 講 演：ケネス・マックディケン（国際連合食糧農業機関　上級林業オフィサー）
　　　　　　小林繁男（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科　教授）
パネリスト：吉田謙太郎（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科　教授）
　　　　　　桂川裕樹（林野庁　計画課長）
　　　　　　高橋正通（森林総合研究所　研究コーディネータ）
　　　　　　イアン・ペイトン（ニュージーランド第一次産業省情報分析官）
　　　　　　クレア・ハウエル（オーストラリア農漁林業省国家森林インベントリー管理官）
ファシリテーター：永目伊知郎（林野庁　計画課海外森林資源情報分析官）

　

本
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

︵
U
N
F
F

10
︶で
は
、
各
国
が
森
林
の
多
様
な
価
値
を
的
確
に
評

価
し
、
森
林
保
全
に
活
か
し
て
い
く
べ
き
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
林
野
庁
で
は
、
９
月
12
日
、
国
立
京
都
国
際

会
館
に
お
い
て
、
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮

に
向
け
た
取
組
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
連
食
糧
農
業
機
関︵
F
A
O
︶の
世
界
森

林
資
源
評
価︵
F
R
A
︶報
告
に
係
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
担
当

者
な
ど
を
参
加
者
と
し
、
機
能
評
価
に
関
す
る
幅
広
い
専
門
家
を

招
待
し
て
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
評
価
方
法
や
そ
れ
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
発
表
・
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

T o p i c s

開会挨拶を行う
桂川課長

基調講演を行う
小林教授

基調講演を行う
マックディケン氏
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国際セミナー 森林の公益的機能の発揮に向けた取組
－森林の公益的な機能をどのように評価し、森林整備に活かしていくか－

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ

ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
補
足
説
明
と
と
も
に
、

永
目
分
析
官（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）か
ら

日
本
学
術
会
議
の
報
告
に
お
い
て
各
機
能

間
に
は
階
層
性
が
あ
り
、
土
壌
保
全
機
能

が
他
の
全
て
の
機
能
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
付
言
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
参
加

者（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
日
本
等
）か
ら
の
質
問
・
意
見
を

含
め
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
後
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
次
の
よ
う
な
意
見

の
集
約
を
行
い
ま
し
た
。

1
．
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
計
量
化

の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の
質
の
向
上
、
評

価
手
法
の
比
較
検
討
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

間
の
相
互
作
用
や
階
層
性
の
解
明
等
の
課

題
が
あ
る
。

2
．
現
時
点
で
評
価
手
法
に
絶
対
的
な

も
の
は
な
い
。
日
本
学
術
会
議
の
報
告

（
2
0
0
1
年
）は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
代
替

法
を
用
い
て
、
幾
つ
か
の
主
要
な
機
能
に

関
す
る
計
量
化
を
試
み
、
更
に
多
様
な
機

能
間
の
階
層
性
を
指
摘
す
る
な
ど
、
画
期

的
な
試
行
と
い
え
る
。

3
．
一
方
、
現
時
点
に
お
い
て
、
利
害
関
係

者
の
支
払
い
意
思
額（
※
２
）を
評
価
す

る
際
に
は
、
参
照
レ
ベ
ル
は
、
代
替
法
時

の“
は
げ
山
”で
は
な
く“
現
状
森
林
”と
し

て
、
費
用
便
益
分
析（
※
３
）に
基
づ
く
限

界
価
値（
※
４
）に
よ
る
評
価
を
行
う
こ
と

も
利
点
が
あ
る
。

4
．
納
税
者
の
一
層
の
理
解
促
進
の
た
め
、

今
回
の
よ
う
な
公
開
セ
ミ
ナ
ー
は
不
可
欠

で
あ
る
。
今
後
は
よ
り
具
体
的
な
事
例
分

析
が
期
待
さ
れ
る
。

5
．
土
壌
機
能
の
保
全
は
多
面
的
機
能
発
揮

の
基
盤
で
あ
り
、
土
壌
と
水
と
の
関
係
な

ど
相
互
作
用
や
階
層
性
を
解
明
す
る
研

究
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
人
工
林
等
に
お
け
る
樹
種
ご
と
及

び
施
業
ご
と
の
機
能
へ
の
影
響
に
関
す
る

研
究
を
通
じ
た
施
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
に
も
つ
な
が
り
得
る
。

6
．
F
R
A
2
0
1
5
プ
ロ
セ
ス
で
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
用
し
、
日
本
も
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
一
層
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
。
加
え

て
、
日
本
の
F
A
O
へ
の
拠
出
に
よ
る
土

壌
診
断
の
ツ
ー
ル
を
途
上
国
で
実
証
す
る

３
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待
す
る
。

　

な
お
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
発
表
資
料
な
ど

に
つ
い
て
は
次
の
U
R
L
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

h
ttp://w

w
w

.rinya.m
aff.go.jp/j/

kaigai/kyoryoku/h25sem
inar.htm

l

※
１　

持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
た
め
の「
基
準
・
指
標
」

の
作
成
と
適
用
を
進
め
る
国
際
的
な
取
組
の
一
つ
。

参
加
国
は
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
、
ロ
シ
ア
等
の

12
か
国
。

※
２　

あ
る
財
の
価
値
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
費
用
を
支

払
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
個
人
や
世
帯
が
支
払
っ
て

も
よ
い
と
考
え
る
金
額

※
３　

費
用
の
増
分
と
、
便
益
の
増
分
を
比
較
し
、
事
業

が
社
会
に
貢
献
す
る
程
度
を
分
析
・
評
価
す
る
手
法

※
４　

一
単
位
の
効
用
を
増
加
さ
せ
る
場
合
の
価
値

アジア太平洋地域から訪れた参加者
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